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町田市議会の会議録
　町田市議会のホームペー
ジ、市庁舎３階の議会図書
室又はお近くの図書館でご
覧いただくことができます。
（ 本 定 例 会 の 会 議 録 は、 
２月末に完成予定です。） 

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
１２
月
補
正
予
算
額
は
、
１
億

１
２
７
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
―
△
１
８
３
６

万
９
千
円
、
都
支
出
金
―
△
５
１

８
８
万
６
千
円
、
寄
附
金
―
６
０

０
万
円
、
繰
入
金
―
１
億
６
９
８

８
万
３
千
円
、
市
債
―
△
１
５
０

０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
す
。

　
総
務
費
　

　

財
政
管
理
費
の
ま
ち
だ
未
来
づ

く
り
基
金
積
立
金
―
５
８
０
万
円
、

納
税
管
理
費
の
市
民
税
過
誤
納
還

付
金
―
４
０
０
０
万
円
。

　
民
生
費
　

　

児
童
青
少
年
費
の
子
ど
も
ク
ラ

ブ
整
備
工
事
監
理
委
託
料
―
△
９

２
８
万
円
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
整
備

工
事
費
―
△
１
億
７８
万
８
千
円
。

　
消
防
費
　

　

防
災
対
策
費
の
消
防
団
運
営
消

耗
品
費
―
１
０
７
５
万
７
千
円
。

　
教
育
費
　

　

学
校
施
設
費
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
・
改
修
工
事
費
―
７
０
０
５

万
６
千
円
。

平
成
30
年
度

12
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

� ( 単位：千円）

区　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 154,545,664 57.2 90,628 154,636,292 57.2 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 会 計 43,931,131 16.3 22,113 43,953,244 16.3 

下 水 道
事 業 会 計 11,228,025 4.2 － 11,228,025 4.2 

介 護 保 険
事 業 会 計 33,854,869 12.5 － 33,854,869 12.5 

後期高齢者医療
事 業 会 計 11,117,946 4.1 － 11,117,946 4.1 

病院事業会計 15,339,083 5.7 － 15,339,083 5.7 
収 益 的 14,482,341 5.4 － 14,482,341 5.4 
資 本 的 856,742 0.3 － 856,742 0.3 
小　　計 115,471,054 42.8 22,113 115,493,167 42.8 

合　　　計 270,016,718 100.0 112,741 270,129,459 100.0 

平成３０年度（２０１８年度）１２月補正　会計別予算構成表

森
林
環
境
税
の
活
用
に
関
す

る
意
見
書

認
知
症
施
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書�

白
タ
ク
行
為
へ
の
更
な
る
対

策
強
化
に
関
す
る
意
見
書�

無
戸
籍
問
題
の
解
消
を
求
め

る
意
見
書�

義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒
久

化
を
求
め
る
意
見
書�

住
民
票
の
除
票
及
び
戸
籍
の

附
票
の
除
票
の
保
存
期
間
の

延
長
を
求
め
る
意
見
書

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時

代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
な
ら
び
に
国
に
お
け

る
小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
設
備
設
置
促
進
に
関
す

る
意
見
書

　

現
状
に
お
い
て
全
国
で
所
有
者

不
明
土
地
が
広
く
存
在
し
、
今
後

さ
ら
に
増
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
所
有
者

不
明
土
地
だ
け
で
な
く
、
空
き
家

問
題
に
お
け
る
所
有
者
の
特
定
に

有
効
な
住
民
票
の
除
票
及
び
戸
籍

の
附
票
の
除
票
に
つ
い
て
は
、
現

状
５
年
を
超
え
た
保
存
は
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
住
民
票
の
除
票
及
び

戸
籍
の
附
票
の
除
票
の
保
存
期
間

を
、
現
行
の
５
年
か
ら
１
５
０
年

程
度
に
延
長
す
る
よ
う
法
令
改
正

を
行
う
こ
と
、
及
び
法
令
改
正
ま

で
の
期
間
、
各
自
治
体
に
お
い
て

除
票
等
の
廃
棄
が
進
行
し
な
い
よ

う
通
達
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代

は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
の
革
新
的

技
術
を
初
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用

に
よ
る
新
た
な
教
育
の
展
開
が
不

可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
次
の
項

目
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。
①
18

～
22
年
度
ま
で
行
う
地
方
財
政
措

置
は
、
自
治
体
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
周

知
徹
底
し
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良

い
制
度
に
す
る
等
、
一
層
の
拡
充

を
行
う
こ
と
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
が
進
む
よ
う
周
知
徹
底
し
、

教
員
向
け
研
修
等
の
充
実
を
図
る

こ
と
③
「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
」
を
広
く
実
現
す
る
た

め
、
「
未
来
型
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
の
開
発
・
実
証
を
行
い
、
学

校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

東
京
都
は
、
暑
さ
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
92
億
円
の
補
正
予
算
案
を

公
表
し
た
。
そ
の
う
ち
、
82
億
円

を
小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の
空
調

設
備
設
置
な
ど
暑
さ
対
策
に
充
て

る
と
し
て
い
る
。
区
市
町
村
が
契

約
、
設
計
、
工
事
を
速
や
か
に
実

施
し
、
来
年
夏
ま
で
に
空
調
設
置

を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
都
は
、

そ
の
補
助
率
を
２
０
１
８
年
度
の

み
３
分
の
２
と
し
て
い
る
が
、
整

備
の
促
進
を
考
え
れ
ば
、
２
０
１

９
年
度
以
降
も
こ
の
補
助
率
の
引

き
上
げ
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
空
調
設

備
の
設
置
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
国

庫
補
助
を
十
分
に
確
保
す
べ
き
で

あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

国
は
「
平
成
30
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
」
に
お
い
て
、
市
町
村
が

実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な

財
源
に
充
て
る
た
め
、
平
成
31
年

度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
（
仮

称
）
森
林
環
境
税
及
び
（
仮
称
）

森
林
環
境
譲
与
税
（
以
下
、
「
譲

与
税
」
と
い
う
。）
を
創
設
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

そ
こ
で
、
①
都
内
市
区
町
村
の

譲
与
税
の
活
用
に
関
す
る
担
当
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
②
都
内
の
市

区
町
村
に
交
付
さ
れ
る
譲
与
税
が
、

多
摩
産
材
な
ど
都
の
森
林
の
た
め

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
か
け
る
こ
と
③
都
に
交
付
さ
れ

る
譲
与
税
を
活
用
し
、
林
業
従
事

者
育
成
の
た
め
の
諸
施
策
を
強
化

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

　

認
知
症
は
、
今
や
誰
で
も
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
介

護
者
と
な
り
得
る
た
め
、
認
知
症

施
策
の
推
進
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
認
知
症
施
策
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
て
も
、
尊
厳
を
も
っ
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
当
事
者
の
意
思
を
大
切

に
し
、
家
族
等
も
寄
り
添
っ
て
い

く
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
「
若
年
性
認
知
症
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
取
り
組

ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
多
岐
に
わ

た
る
課
題
に
も
踏
み
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お

か
れ
て
は
、
認
知
症
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
、
加
速
化
を
目
指
し
、

基
本
法
の
制
定
も
視
野
に
入
れ
た

施
策
の
推
進
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

近
年
、
白
タ
ク
行
為
が
横
行
し

て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
明
白

な
道
路
運
送
法
違
反
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
、

法
務
省
、
業
界
団
体
等
の
連
携
に

よ
り
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
。

①
白
タ
ク
行
為
に
該
当
す
る
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
利
用
者
の

安
心
・
安
全
に
極
め
て
大
き
な
懸

念
が
あ
り
、
更
に
、
改
正
タ
ク
シ

ー
特
措
法
の
意
義
を
損
な
う
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
十
分
慎
重

に
検
討
す
る
こ
と
②
道
路
運
送
法

違
反
で
あ
る
白
タ
ク
行
為
に
対
し
、

更
な
る
対
策
強
化
を
行
う
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

何
ら
か
の
事
情
で
出
生
届
を
出

さ
ず
戸
籍
が
な
い
こ
ど
も
や
成
人

が
生
じ
て
い
る
無
戸
籍
問
題
の
早

急
な
解
消
と
、
無
戸
籍
者
が
不
利

益
を
受
け
な
い
た
め
に
、
次
の
事

項
を
求
め
る
。
①
強
制
認
知
調
停

の
申
立
て
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判

所
の
窓
口
の
対
応
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
記
載
、
お
よ
び
申
立
書
の
書

式
を
是
正
す
る
こ
と
②
関
係
機
関

に
対
し
無
戸
籍
者
問
題
の
理
解
を

促
し
、
適
切
な
対
応
を
周
知
徹
底

す
る
こ
と
③
嫡
出
否
認
の
提
訴
権

者
の
拡
大
、
出
訴
期
間
の
延
長
の

ほ
か
、
嫡
出
推
定
の
例
外
規
定
を

設
け
る
な
ど
、
新
た
な
無
戸
籍
者

を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
民
法
改

正
を
検
討
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　
「
義
援
金
差
押
禁
止
法
」
と
は
、

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

た
め
、
義
援
金
の
交
付
を
受
け
る

権
利
を
譲
渡
し
た
り
、
担
保
に
供

し
た
り
、
差
し
押
さ
え
た
り
す
る

こ
と
や
義
援
金
と
し
て
交
付
さ
れ

た
金
銭
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を

禁
止
し
た
法
律
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台

風
や
地
震
な
ど
災
害
発
生
の
た
び

に
時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
度
か
ら
恒
久
法
と
し
て
の

制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
災
害
の
た
び
に
立
法

措
置
す
る
の
で
は
な
く
、
国
会
が

閉
会
し
て
い
る
間
に
も
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
恒
久
法
と
し
て

早
期
に
立
法
化
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

議
員
提
出
議
案

意
見
書（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
８
件
を
可
決

し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　
新
ま
ち
と
も
開
始
前
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
動
き
や
す
い
よ
う
に

支
援
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
消
耗
品
な

ど
、
直
接
購
入
で
き
ず
に
、
不
便

を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
協

議
会
が
直
接
行
う
方
法
を
、
現
在

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　
医
療
的
ケ
ア
児
・
重
症
心

身
障
が
い
児
支
援
協
議
会
で
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
協
議
し

て
い
く
計
画
な
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
協
議
会
発

足
時
に
、
市
立
小
中
学
校
で
の
受

け
入
れ
、
社
会
参
加
に
向
け
た
連

携
体
制
等
の
課
題
を
挙
げ
、
今
後
、

庁
内
の
調
整
と
協
議
会
の
意
見
を

参
考
に
協
議
項
目
を
定
め
ま
す
。

　
問　
死
亡
手
続
き
な
ど
の
煩
雑

な
手
続
き
を
最
小
限
で
行
え
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き
だ
が
。

　
市
民
部
長　
遺
族
の
方
向
け
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
工
夫
で
き

る
部
分
は
あ
り
ま
す
の
で
、
他
市

の
事
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

新
ま
ち
と
も
の
開 

設
支
援
の
充
実
を

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

振
興
等
に
つ
い
て

　
戸
塚
正
人
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　
南
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

が
市
や
都
の
計
画
に
よ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
広
場
が
時
期
を
重
複
し
て
使

用
で
き
な
く
な
り
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
難
民
が
出
て
い
る
。
計
画
時

期
を
ず
ら
す
等
の
工
夫
を
求
め
る
。

　
市
長　
鞍
掛
に
つ
い
て
は
利
用

率
が
低
い
の
で
、
少
し
工
事
を
し

な
い
選
択
で
と
り
あ
え
ず
と
い
う

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

南
は
ち
ょ
っ
と
代
替
の
エ
リ
ア
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
だ
と

い
う
こ
と
は
よ
く
認
識
し
て
い
ま

す
。
も
う
一
工
夫
が
必
要
な
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　
受
益
者
負
担
の
方
針
で
は
、

青
少
年
育
成
に
資
す
る
ス
ポ
ー
ツ

は
使
用
料
無
料
が
原
則
だ
。
鶴
間

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
無
料
か
。

　
市
長　
ど
う
い
う
形
態
で
あ
れ

ば
減
免
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
示
し
、
施
設
を
使
う

方
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

南
地
区
の
ス
ポ
ー 

ツ
環
境
に
つ
い
て

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら

な
る
振
興
が
必
要
。
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
環
境
整
備
に
対
し
、
市
の
取

り
組
み
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
第

二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計
画

の
中
に
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ

Ｍ
Ｘ
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
が

で
き
る
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
設
備
は
、
沼
中
央
広
場
に
設
置

予
定
で
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
年
配
者
の
方
や

障
が
い
者
の
方
に
大
変
有
効
と
考

え
、
体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

人
材
確
保
が
必
要
。
市
の
取
り
組

み
は
。

　
髙
橋
副
市
長　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
元
気
な
高
齢
者

の
就
労
支
援
を
推
進
し
、
19
年
の

１
月
か
ら
子
育
て
中
や
子
育
て
が

一
段
落
し
た
女
性
、
外
国
人
な
ど

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
た
な
人

材
確
保
の
事
業
を
開
始
し
ま
す
。


